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秋
田

小
百
合

今
回
、
会
報
編
集
部
よ
り｢

介
護
保
険
の

申
請
の
仕
方
や
、
ど
ん
な
手
順
で
支
援
を
受

け
ら
れ
る
様
に
な
る
の
か
教
え
て
欲
し
い｣

と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
常
日
頃
の
ケ
ア

マ
ネ
活
動
を
通
じ
て
分
か
る
範
囲
内
で
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

前
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
稲
本
祐
二
さ
ん
の

「
歳
を
と
る
こ
と
は
残
酷
か
？
」
に
は
共
感

を
覚
え
ま
し
た
。
稲
本
さ
ん
は
、
自
宅
に
戻
っ

て
の
生
活
が
夫
婦
二
人
だ
け
で
は
不
安
！
と

感
じ
ら
れ
介
護
保
険
の
申
請
を
さ
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
先
ず
、
介
護
保
険
の
申
請
に

関
し
て
で
す
が
、

①

お
近
く
の
生
活
圏
内
に
あ
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
本
人
又
は
家
族
が
、
ご
自

分
の
介
護
被
保
険
者
証
（
65
歳
以
上
）
を
持

参
し
て
申
請
書
類
に
記
入
し
ま
す
。

改
め
て
、
主
治
医
の
意
見
者
証
が
必
要
と

な
る
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
又
は
入
院
時
な

ら
そ
の
担
当
医
を
記
入
し
、
直
近
の
診
察
を

受
け
た
日
付
を
記
入
し
ま
す
。
又
、
認
定
の

為
の
調
査
を
、
ご
自
宅
で
受
け
る
の
か
入
院

先
で
受
け
る
の
か
を
記
入
し
、
認
定
調
査
時

に
同
席
し
て
話
を
聞
い
て
も
ら
う
方
の
記
入

も
必
要
で
す
。

本
人
又
は
家
族
も
身
元
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）
を
持
参

し
、
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
後
受
理

さ
れ
れ
ば
、
次
の
段
階
と
し
て
、

②

認
定
調
査
員
が
自
宅
又
は
入
院
先
に
訪

問
し
ま
す
。
調
査
員
よ
り
事
前
連
絡
が
あ
り
、

日
時
を
決
め
て
実
際
の
訪
問
と
な
り
ま
す
。

訪
問
時
に
は
、
調
査
員
の
身
分
証
明
書
の

提
示
が
あ
り
ま
す
。

③

調
査
項
目
と
し
て
は
、
本
人
の
身
体
動

き
の
確
認
？
目
が
ど
の
位
見
え
て
い
る
か
？

耳
が
聞
こ
え
て
い
る
か
？
ど
の
位
歩
け
る
か
？

介
助
が
必
要
か
？
ト
イ
レ
時
に
自
分
で
行
っ

て
一
人
で
出
来
る
か
？
入
浴
に
は
自
分
で
身

体
を
洗
え
る
か
？
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
質
問

に
答
え
、
調
査
員

は
ど
の
位
介
護
の

手
が
掛
か
る
の
か

を
記
入
し
て
い
き

ま
す
。
又
、
認
知

面
で
の
質
問
は
、

ご
自
分
の
名
前
、
季
節
、
生
年
月
日
、
短
期

記
憶
の
確
認
、
物
忘
れ
の
頻
度
、
失
認
、
失

効
、
昼
夜
逆
転
、
収
集
癖
な
ど
が
確
認
項
目

の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
約
30
分
～
1
時
間
以

内
で
す
。

④

こ
の
後
、
2
～
3
週
間
後
に
介
護
認
定

審
査
会
（
認
定
調
査
の
結
果
と
主
治
医
意
見

書
を
元
に
、
保
健
委
託
・
医
療
・
福
祉
の
専

門
家
会
合
）
が
開
か
れ
、
介
護
を
必
要
と
す

る
度
合
（
要
介
護
状
態
区
分
）
を
判
定
し
ま

す
。
認
定
の
有
効
期
間
は
、
原
則
6
か
月
で

す
。
判
定
内
容
は
、
一
週
間
以
内
に
は
自
宅

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

⑤

自
宅
に
届
い
た
ら
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス

が
使
え
る
か
を
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談

し
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
選
定
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
役
所
の
介
護
保
険
関
連

部
署
で
相
談
す
れ
ば
資
料
を
貰
え
ま
す
。

要
支
援
、
要
介
護
の

度
合
に
よ
り
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
依
頼
す
る
先
が
異
な
り
ま

す
。
要
支
援
1
、
2
の
方
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

又
は
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

要
介
護
の
方
は
、
居
宅
支
援
事
業
所
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
サ
ー
ビ
ス
の
作
成
依
頼

を
し
ま
す
。

⑥

介
護
保
険
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

自
宅
に
於
い
て
な
ら
、
・
訪
問
介
護
（
自
宅

に
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、
生
活
援
助
、
身
体

介
護
を
す
る
）
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
（
入
浴
、

食
事
の
提
供
、
機
能
訓
練
を
す
る
）
・
訪
問

看
護
（
服
薬
確
認
、
バ
イ
タ
ル
確
認
、
身
体

介
護
な
ど
）
・
住
宅
改
修
（
20
万
円
迄
で
負

担
割
合
証
の
明
記
に
て
負
担
す
る
）
・
福
祉

用
具
の
貸
与
（
歩
行
器
、
車
い
す
、
介
護
用

ベ
ッ
ド
等
）
・
福
祉
用
具
購
入
（
シ
ャ
ワ
ー

チ
ェ
ア
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
。
10
万

円
限
度
で
1
年
間
の
間
に
同
一
品
目
は
購
入

不
可
。
）
施
設
な
ら
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の

利
用
が
可
能
で
す
。
以
上
ポ
イ
ン
ト
の
み
纏

め
て
み
ま
し
た
が
、
ご
質
問
な
ど
あ
れ
ば
事

務
所
を
通
じ
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

介
護
保
険
の
利
用
に
つ
い
て

～
申
請
か
ら
利
用
ま
で
の
手
順
～



稲
本

祐
二

こ
こ
は
岩
手
県
夏
油
温
泉
郷
の
一

つ
で
す
。
ま
ず
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ

る
の
は
、
宿
の
玄
関
。
大
人
の
高
さ

以
上
も
あ
る
郷
土
芸
能
で
あ
る｢

鬼
剣

舞(

お
に
け
ん
ば
い)｣

の
大
鬼
面
が
、

そ
れ
も
電
光
目
で
お
出
迎
え
。
露
天

風
呂
は
男
女
別
と
は
、
名
ば
か
り
の
湯
舟
の
真
ん
中

に
、
申
し
訳
程
度
の
岩
が
あ
る
だ
け
で
す
。

歌
好
き
の
私
は
、
小
さ
め
の
声
で
、
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー

ズ
の｢

北
上
夜
曲｣

を｢

匂
い
優
し
い
白
百
合
の｣

と
口

ず
さ
む
と
、
女
湯
の
ほ
う
か
ら
、
す
ぐ
に｢

思
い
出
す

の
は
、
思
い
出
す
の
は
北
上
河
原
の
初
恋
よ
！｣

と
合

唱
し
て
き
ま
し
た
。
旅
な
ら
で
は
の
、
恥
は
か
き
捨

て
で
、
い
い
思
い
出
で
し
た
。

青
森
県
の
後
生
掛
温
泉
の
思
い
出
は
、
小
さ
な
木

箱
の
中
に
、
ヤ
ド
カ
リ
の
よ
う
に
、
身
体
を
す
っ
ぽ

り
と
入
れ
、
絞
首
刑
の
よ
う
に
首
だ
け
出
す
、
蒸
し

風
呂
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。
ま
た
別
の
三
畳
ほ
ど

の
広
さ
の
湯
舟
に
は
、
底
に
、
泥
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

身
体
に
塗
り
付
け
て
湯
に
浸
か
っ
て
い
る
と
、
お
肌

が
ツ
ル
ツ
ル
感
に
な
っ
て
、
健
康
に
い
い
ん
だ
な
あ

と
ひ
と
り
合
点
！
こ
こ
の
温
泉
は
、
男
女
混
浴
で
は

無
か
っ
た
覚
え
で
す
。

ま
た
、
後
生
掛
は
巨
大
な｢

立
ち

ね
ぶ
た｣

で
有
名
で
す
。
本
場
、
青

森
市
の｢

ね
ぶ
た
祭
り｣

弘
前
市
の

｢

ね
ぷ
た
祭
り｣

と
並
び
称
さ
れ
る
、

３
大
ね
ぶ
た

の
一
つ
で
す
。

東
北
の
旅
四
方
山
話

瀬
見
温
泉
と
後
生
掛
温
泉

今
年
も
、
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
主
催
す

る
「
第
21
回
シ
ル
バ
ー
川
柳
」
に
、
過
去
最
多
の
１

万
６
千
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
９
月
の
「
敬
老
の
日
」
を
前
に
、
入

選
作
品
が
20
句
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
紹
介
し
ま
す
。

・
全
集
中
し
て
も
開
か
な
い
瓶
の
蓋

・
「
密
で
す
」
と
言
わ
れ
て
み
た
い
頭
頂
部

・
薄
味
に
し
た
ら
コ
ロ
ナ
と
わ
め
く
祖
父

・
リ
ー
ド
持
ち
散
歩
に
出
た
が
犬
忘
れ

・
目
の
検
査
「
丸
」
と
答
え
る
お
爺
ち
ゃ
ん

・
じ
い
ち
ゃ
ん
が
暗
証
番
号
暗
唱
し

・
名
を
呼
ば
れ
誰
も
立
た
な
き
ゃ
た
ぶ
ん
オ
レ

・
Y
o
u

T
u
b
e
履
歴
は
演
歌
と
百
恵
ち
ゃ
ん

・
さ
り
気
な
く
背
後
に
賞
状
オ
ン
ラ
イ
ン

・
食
卓
に
俺
の
席
だ
け
ア
ク
リ
ル
板

・
午
後
八
時
酒
提
供
を
止
め
る
妻

・
お
互
い
に
返
事
を
す
る
が
動
か
な
い

・
お
見
舞
い
に
ぞ
ろ
ぞ
ろ
来
た
ら
そ
ろ
そ
ろ
か

・
ど
な
た
で
す
そ
う
い
う
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す

・
伸
び
す
れ
ば
足
が
攣
る
攣
る
寝
起
き
前

・
ワ
ク
チ
ン
の
ネ
ッ
ト
予
約
で
ひ
孫
借
り

・
B
T
S
テ
レ
ビ
局
だ
と
思
っ
て
た

・
ペ
イ
ペ
イ
で
払
う
と
後
ろ
行
列
に

・
へ
そ
く
り
は
一
度
仕
舞
う
と
出
て
こ
な
い

・
お
は
よ
う
の
ラ
イ
ン
が
く
る
の
は
朝
の
五
時

シ

ル

バ

ー

川

柳

◆

大
阪
・
北
摂
エ
リ
ア
拠
点
連
絡
会
議

～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
拠
点
間
意
見
交
換
～

去
る
9
月
28
日
（
火
）
14
時
よ
り
、
本
部
会
議
室
に

て
「
大
阪
・
北
摂
エ
リ
ア
拠
点
連
絡
会
議
」
が
、
神
野

会
長
、
エ
リ
ア
担
当
田
中
理
事
初
め
、
6
拠
点
代
表
が

集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
議
は
、
3
ヶ
月
に
1
回
の
予
定
で
大
阪
・
北
摂

エ
リ
ア
の
6
拠
点
が
集
ま
っ
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
休
会
が
続
き
今
回
は
去
年
8
月
会

合
以
来
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

討
論
内
容
は
、
各
拠
点
ど
の
様
な
事
業
運
営
状
況
に

あ
る
か
、
工
夫
し
て
い
る
点
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
披
露
、

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
後
を
見
越
し
て
何
を
目
標
に
し
て
立

て
直
し
て
い
く
か
、
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

預
託
時
間
活
動
は
、
高
槻
・
島
本
拠
点
を
除
き
何
処

と
も
減
少
で
、
特
に
施
設
関
連
活
動
に
頑
張
る
拠
点
は
、

施
設
出
入
り
禁
止
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
完
全
に
活
動

ゼ
ロ
状
態
で
し
た
。
こ
ん
な
中
で
、
市
の
委
託
事
業
へ

の
参
入
如
何
を
語
っ
た
茨
木
は
、
大
阪
の
我
々
に
も
大

い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
田
中
理
事
か
ら
は
、
エ
リ

ア
6
拠
点
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
拠
点
間
が
協
働
し

て
の
活
動
を
企
画
す
る
様
な
考
え
方
は
ど
う
か
、
と
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
人
の
集
ま
り
そ
う
な
場
所
で
、

周
辺
の
エ
リ
ア
拠
点
が
こ
ぞ
っ
て
同
一

の
動
き
で
大
き
な
波
を
起
こ
す
と
い
う

様
な
考
え
方
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
向
け
PR

も
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
っ
て
お
り
、
こ
の

問
題
は
引
き
続
き
考
え
て
い
く
価
値
が

あ
り
そ
う
で
す
。

（
事
務
局
）



綱
引
き
と
い
え
ば
、
小
学
校
の
運
動

会
の
時
、
「
オ
ー
エ
ス
、
オ
ー
エ
ス･

･

･
･
･

」
と
か
け
声
勇
ま
し
く
一
生
懸
命

引
っ
ぱ
っ
た
の
を
思
い
出
す
が
、
こ
れ

は
決
し
て
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
と

は
限
ら
な
い
。
現
代
に
も
レ
ッ
キ
と
し

た
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
、
神
事
と
し
て

行
っ
て
い
る
地
方
が
あ
る
。
そ
れ
も
盆
の
行
事
と
し
て
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
「
盆
綱
引
き
」
略
し
て
「
盆
綱
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
九
州
地
方
は
特
に
盛
ん
で
、
鹿
児
島

や
長
崎
で
は
中
秋
名
月
の
夜
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
れ
は
そ
の
年
の
吉
凶
を
う
ら
な
う
た
め
の
行
事
で
、

民
俗
学
の
方
で
年
占
（
と
し
う
ら
）
と
い
っ
て
い
る
も
の

の
名
残
だ
。

た
と
え
ば
石
川
県
輪
島
市
の
住
吉
神
社
で
は
七
月
六
日

に
綱
引
き
祭
を
行
い
、
氏
子
を
上
下
の
二
組
に
分
け
、
鳥

居
の
脇
で
引
き
合
っ
て
上
組
が
勝
て
ば
豊
作
、
下
組
が
勝

て
ば
大
漁
と
う
ら
な
う
。
こ
れ
を
正
月
の
行
事
に
し
て
い

る
地
方
も
あ
る
が
、
意
味
は
同
じ
で
あ

る
。
歌
舞
伎
十
八
番
の
『
像
引
』
は
像

を
引
っ
ぱ
り
あ
う
だ
け
の
単
純
な
所
作

で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
こ
う
し

た
引
き
あ
う
こ
と
の
習
俗
が
あ
っ
て
、

荒
事
の
形
に
芸
能
化
さ
れ
た
も
の
に
ち

が
い
な
い
。

こ
と
ば
の
歳
時
記

金
田
一
春
彦

十
月

～

綱
引
き

～

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

「

緑

内

障

」

[

健
康
管
理]

緑
内
障
は
早
期
発
見
で

進
行
を
お
さ
え
よ
う

緑
内
障
は
目
の
硬
さ
と
い
わ

れ
る
眼
圧
の
上
昇
が
主
な
原
因

で
、
視
神
経
に
傷
が
つ
き
視
野

が
失
わ
れ
る
病
気
で
す
。
正
常

に
働
い
て
い
る
ほ
う
の
目
が
欠

け
た
視
野
を
補
う
た
め
、
初
期
段
階
で
自
覚
症
状
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
緑
内
障
を
招
い
て
し
ま
う

と
、
治
療
し
て
も
回
復
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

進
行
を
抑
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

左
右
の
手
の
指
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

距
離
感
が
分
か
り
づ
ら
い
な
ど
の
症
状
を
感
じ
た
ら

眼
科
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
頻
繁
に
目
が
疲
れ
、

休
め
て
も
治
ら
な
い
と
き
も

要
注
意
で
す
。

緑
内
障
を
初
期
段
階
で
発

見
す
る
た
め
に
、
少
な
く
と

も
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

[

食
生
活]

目
を
健
康
に
保
つ

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｂ
群
を

目
の
老
化
が
進
行
す
る
と
、
目
の
病
気
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
原
因
は
細
胞
の
酸
化
で
す
。
予
防

す
る
に
は
食
生
活
で
ビ
タ
ミ
ン
の
摂
取
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
中
で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
、
目
の
細
胞
を
健

康
に
保
つ
た
め
に
不
可
欠
な
栄
養
素
。
角
膜
の
健
康

を
維
持
し
た
り
、
老
化
を
抑
え
た
り
す
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
に
ん
じ
ん
、
レ
バ
ー
、
う
な
ぎ
、

か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
に
含
ま
れ
ま
す
。
に
ん
じ
ん
の
β-

カ
ロ
テ
ン
は
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
し
て
働
き
、
油

で
調
理
す
る
と
吸
収
さ
れ
や
す
く
な
る
の
で
、
炒
め

た
り
、
揚
げ
た
り
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
も
目
の
神
経
機
能
を
維
持
し
、
老

化
を
防
止
し
ま
す
。
豚
肉
、
貝
類
、
乳
製
品
、
玄
米

な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

[

始
め
よ
う
！
健
康
ア
ッ
プ
習
慣]

～
夕
食
が
遅
く
な
る
日
は
我
慢
せ
ず
間
食
を
～

昼
食
か
ら
夕
方
ま
で
の
時
間
が
長
く
な
り
空
腹
に

な
り
す
ぎ
る
と
、
つ
い
早
食
い
や
過
食
に
な
り
血
糖

値
が
一
気
に
上
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
我
慢
せ
ず

間
食
を
。
１
日
２
０
０k

c
a
l

以
内
に
収
ま
る
よ
う
上

手
に
選
び
ま
し
ょ
う
。

（
「
家
庭
の
健
康
管
理
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り
）水きり絵（藤井 美智子）



★

「
秋
の

大
阪

城
公
園

ク
リ
ー

ン
作

戦
」

日
時
：
10
月
21
日(

木)

10
時
～
12
時

集
合
：
大
阪
城
ホ
ー
ル
南
玄
関
・
西
側(

青
屋
門
の
外
濠
）

申
込
：
10
月
18
日(

月)

ま
で
に
事
務
所
へ

※

但
し
、
雨
天
時
は
10
月
28
日(

木)

に
順
延
し
ま
す

※

大
阪
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
「
緊
急
事
態

宣
言
」
の
期
間
中
は
、
す
べ
て
中
止
し
ま
す
。

■

健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
10
月
２
日(

土)

23
日(

土)

11
月
６
日(

土)

13
時
半
～
16
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

備
考
：
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
済
の
方
に
限
定
し
、

感
染
対
策
を
し
た
上
で
再
開
し
ま
す
。

■

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

日
時
：
10
月
13
日(

水)

12
時
半
～
14
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

教
材
：
四
角
つ
な
ぎ
の
バ
ッ
ク

材
料
：
布
地
は
各
自
持
参
願
い
ま
す
。

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

日
時
：
10
月
２
日(

土)

16
日(
土)

11
月
６
日(

土)

13
時
～
17
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

備
考
：
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
済
の
方
に
限
定
し
、

感
染
対
策
を
し
た
上
で
再
開
し
ま
す
。

□

水
き
り
絵

同
好
会

日
時
：
10
月
14
日(

木)

11
時
～
15
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□

絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
10
月
18
日(

月)

11
時
～
15
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

◎ 時間預託提供活動

時 間 ８８時間

提供者 １２人

◎ 奉仕活動

時 間 ４７１時間

提供者 ５０人

◎ 会員数

入会 １世帯１人

退会 ７世帯７人

◎ 月末会員数

２８１世帯

３６２人

８月度 会員動向

教
室･

同
好
会

ご
案
内

俳

句

絵手紙 ( 武田 美智子 ）

★

運
営
委
員
会

日
時
：10
月
９
日(

土)

14
時
～
16
時

場
所
：
ナ
ル
ク
本
部
６
階
会
議
室

※

「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
期
間
中
は
、
中
止
し
ま
す
。

★

本
部
の
会
報
に
つ
い
て

本
部
会
報｢

ナ
ル
ク｣

は
奇
数
月
の
み
の
発
行
の

た
め
今
月(

10
月)

の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★

拠
点
事
務
所
か
ら

「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
期
間
中
は
、
原
則
と
し
て

事
務
所
を
閉
じ
ま
す
。
解
除
後
も
、
執
務
時
間
は

当
面
の
間
、
平
日
の
11
時
～
15
時
と
し
ま
す
。

T
E
L

／
F
A
X

（
０

６
）
６

７
１

０-

４
５

２
２

母

の

亡

き

故

郷

な

れ

ど

も

月

の

秋

吉

川

弘

美

か
さ
こ
そ
と
ポ
キ
ン
と
も
音
落
葉
ふ
む

齋
藤

富

美
代

テ

ー

ブ

ル

の

広

き

余

白

や

秋

淋

し

須

見

敏

江

放

た

れ

し

去

年

の

鈴

虫

庭

に

鳴

く

田

中

澄

子

露

草

の

伸

び

上

が

り

咲

く

雨

の

朝

藤

田

多

栄

子

長

月

の

眩

し

き

午

後

や

城

散

歩

森

下

和

子

催
事
ご
案
内

お

知

ら

せ


